
飴煮鮭の二言㌍江㌔
！田 ∴、・・／＼）ノ

罷∠三二二二‾ � 
ー剛． �一犯∴ 

部門A

豹純利拷被2年視平松左乃

墜
擾

÷－了・



N。　（

一一仁∴研宛の動擬一一一一一一一一一一一　　一－

夏倖細説で、朝起きるの鉦つうくれて封㌔

そ臨時、ち姉ちゃんに　「細の好き別盟ご∴宙覚まし喜掛丁硝石い

いい陸ん」　と言わ弥た。

そこで「（P坤川南皇軍連想を討た紺、書が小さし、し、I情か中萱

で鳴かかつた。

二‾‾‾高言示‾‾‾も。じ大きしし、時布巾岳で－、。

目覚めたし、点J

二2∴脅坤一時専管匡「（駿に‰碑rre
鼻が写んだ音についZの知識を手招で計だ。

I　音は・物体件振動は猶、窒素硝終功し、牽牛届く。　＿
Z　経机閥か吊呑む：誘い打て初、接潮目あ妨害と“任し、膏I／ぞ鶴一子

3　　回係や薪も葛を候補ッ

3－∴新鹿の留約－－－－　　　－－－　－
＿　　　古フと　‖叩0陸の膏を、大きく！肘璃いい害点して、気拷ちよく

目矯め荻初こ、ス生かを作る黒
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幸・ス離縁羅二二二二二二二二二二二二二二二二

雷雲大きくする短さ
音を大きく妬柄∴残肝一昨、離集めること‾紳きると黒鳥

そこで言様語るすり宅鹿で　意牒諒化けるニ∴とく。した。

【準備高
・則宝器ア功名　＝　L困苦「缶詰∴鰯結忠虚器（単位、、、掘）

吾の太韓を焼語る†幸吉紳詰舞：評価Z′手筋黒むすると、お姉ちゃんに
「rQリ僅加工中臣左。」と訪畑　アブ集権ウニ雄牛　た。　　　＿

31ゾラ章　一

言二　隼音型軽へ？防空同？：－平生、〟，ir・厚紙、ぴん、か坤、ゲルヲ萌も窮諦三、、ど⊥′しの缶、ダ晶－／レ　など

細則左方友田

測定百第のとめC柾のところ私巌音測定霧窒習字、測定。

相）ユームを出しよにして）
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催クにもの ����測定値 �吾の麿想 
備そのまま ���� � 

・∴∴∴∴ 

L－II �e高音俄書が欄さ 
十　一°・ 

うちい。 

懇灘態毅、－／ －‾’諾ニ／ ����J　l �、Il／ 

：＿－衰弱＼一／－、8隆一 ����Ii一－、 �＞ �ノ－ヽ 

：〕 �閻キ十1レ二，l lylJヾ／／） �∴：・ 

驚‾‾‾二8 
）－ 　l 

②なべ ���� � 
e　よく響く茄、反響した 

擬‾脊 ����／　　十一‾‾ぅ �薦じ。 LJ／ � 
∴∴∴∴ 淡 ��� �（）／ �IL 

薩 l Y �� ��′ �＼y � 
∴一∵∴∴薗 ��十二 �日日⊥　＿、十 �［／五 ー遊潟窮に �� �閏JさノウLI �レ目せ 

（∴〟一言 ���� � 
・よく響くか∵な生計ノ舌 

宣違謙一瀬 ����／　「‾‾7 �反響した属し： 
／享撃葦三 � ��L∵i � 
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＿」－ゝ ・∴∴∴子宮∴∴ 
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賢一 ���声紺とても欝、たか 
突撃 �　　」○○基○○こ ＿三謙二三遷 ���lI 

∴∴∴　一∴．．∴∵∴∴「∴ ��） 　　iroへ �＼y L、＿」＿エコ口」＿．⊥＿ト �n I／什 

耕i 
一室二葉寒／＿， 一基鴬雲拐雲霞盟、 

とく引諌lさでワしl �IiLL 



佃，毎の ���測定値 �音の槌梶 
㊥どっしの転 ��� � 
～ ��� �・∴∴∵∴∴：∴ 

／　　〆皿ヽ �音は1両いく凧 

二三出盛壷詔 ���ん、∵！ �」∴∴∴、 

∴＿＿菓8－ ��葦 l i �LJ∴∠－ �ilI 

蜜ごミ 　∴∴∴㍉∴ ��捕 �＼ノ 軸十、、＞　7l仙 

一三才レ＿－｛ ∴∴　　　　　∵∴∴∴∴ 

岡Jさノウい　子′世 

㈹力の○めん彿嬢器 ��� � 
・こも語感l）∵席あるが＼ 

／　　／（　∴、 �げ，こう響く。 

ん　ソ � 
主 著 ��∪　∠一 �日　　　　　　　， 

Irヽ �Ny � 

蛸 �日宇1七　（当＞ �r／＋ 
岬Jモ　ノソし、 �しノ′世－ 

㊥有夕一礼トを鼠弗星間古布予と繚乳ヂ ��� � 
・在一刀／しの声が最を 

／　　　　′一一一”‾‾「7 �よく聞こえた。 

／　も／ � 

n／ �l上 
888∴圃睦言㌻；臆臆 ���　　）　　　　　　I �‾＼／ � 

繕 ���dB �瑠目上＿′五＿＋、 �つ／＋／2 ーノ／世 
I拙さしリレー 

千十年：：∴∴∵一言一 ��� � 
。書はそこまで大きくかか＼ 

＿．．＿．孝二i ���／　　　　（ �低音、高富のとち弗 

∴一・： 　　一一一1 �� �しく／ �馨し宜。　　　　。 

lj∠ �ル 
） 

dB �Ba＿L　LL＿＋ �∴∴ ∠／I⊥L 

岬Jご’しノダし、 
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【結果】
・音が反射しな襲苦ることZr　雷が矩く和た，

・円柱も‡借賃宮殿路氷、一五墾上玉《愛妻に聞こえた。

・年件）スピーカーは、佃㌣中音、寵轟き鮎峠聞こえたa

響した財言がしたのほか助＼？調位升に。

！　　　　r　　　　、、1／／報書．＼　m」⊥＿十に二豪は．＿五㌧っ∴山＿ユ＿」＼一け㍉山西　l 

iあり　　」　　　ツUY）ノ　円他Uノ胴部W‾育英の経費：＝レ当て宮詣∴i 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」 

く窯験，2＞ 
侶高名の ���剰掛直 �音の感じ 
上の親鳥モ詰、吉永、楠の卓締 ���i　　　　／11 �2 

まれ、㌔蕪こ勃鴫こぞ湖か繭時針たき ���（11Fu高 �薯の響子が－ 

震 ��罰 ．子 譲 �）∴ノI訪呂 �琵くかい 

－　　　　／ � 

一一13－1・し－ 　②　　　　∴ ��� � 

嘗輸職置き細輸鴨｛‘ ∴∴－－∴　　∴∴ �� �／ろ「，L／ヽ　一日 �＼＼　　　　　　　　　　　　2 

＿く‾、－ �� �」とノUUd鰭 �ll 

／千八十nln � 
：∴　∴∴ ����＼＼ 

Lgつ7a鹸 �＼∴＼ 　　　　　3 

【結果】
申し変化はあ諒畑奥行はあまり関イ毎も，ことが分が乱
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【曳験紆異鵜苫
音‘ま、名作リスに力一肌朝一と一番哀れに。獄、、音は書出、さ。のど、、

もうI恒ノ大手くしたい。そこ仁スと可カーを大きくして、たくさん音を辰射させる

こと私　も，と宮が大きくなると考えた。

抄スニーか一椿を俵で、大きく改寂したぎ

＿＿－，一一＿＿＿二一°〇〇〇〇〇〇〇〇」 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇°－‾－‾‾‾‾ 　官1葛「 �＼」三香田回国因醤墜∵∵ 　　　　　、＿＿＿1 � 

∴　　　　∴－　　　∴一 �l 
唖が‘：÷／i 一一一∴　　　∴ �‾縄、 　　　≠∴∵＿、 

爪 �� �：∵草野一子「∴三一　　　　　　　　　言　　　古∴掌∴ 　　　　　　　　　　　　音／ ’」大きさ　約！、5倍　　　　　　　　　V宮を反射魂か桂停てみた 

く突l酸＿3〉 
健，たもの ���� ��測定値 �書の馬鬼 

e高音が岡こわ抑こかたが 

／　方 �松茸が開封こく語∴‾た。 

［、’Ii（l良 � 

∴　‾請∴T 　∴∴∴ � � � � �UILML） � 

1 ��青春、一二三 ∴； ∵∴ ：∴∴∵さ � �∴∴ ��� 

烹＼うそ‾ 　∴∴ �� � �� � 

案 �� 
－ 

【絡粟】
一大手持、高相夕　始めの

ささのものが覆いとし－うことが妨＼つた。

この始めに仲モ　スと㌦在の大きさごIじ地良い吾にしてし、くことはし亙
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2　時地いい菅！くするには

手作り寮母〈の萱は。うん彊桝の物を観て若の努巴を視認する

ことにした。 � � 

I一　日 �省 �1nn＼上．、尽－I 
素梯靖雄乙　　LeTS �㊥0 �lUUIerLし）粗筋 
「　・　プラス牛、ツワ � �l 

【∴ �∴・「言 

暫∵真 �����音の庇想・ 

プラス千、ソク � � �� ��⑱取りつける前と牝へい菊、 あまり憂イml宜し－。「 
ヽ �∴∴ �∵一　　　一∴∴∴「雫∴∴「∴ � 

∴∴ �∴‾規 �� 

‾‾／1品‾ �� �� 

予報 ��・＿　ヰ �� 

諒二二一一 ��。■臆■ �� 

2 

㊧ � ����� 

Iしミlふく � �����e布告＿中書、高音、乱・机の 

お汁、ほ，きソと聞こえたe 
◆ �‾／襲簑こ÷ノ ー藻琴 �／‾呑／） 

2 

※養毛霊宝三i∴ii馨 �∴一 � � 

雫田田＼日工＼一言－　∴　－∴1　－－－／ �結露霊室善吉 � � 
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写真 ���音の徳原 
豆 ���（ 

木 �� �∵爪、－カルの声がよく聞こえる⑩ 

：一案‾　一 �0 
睡 

∴謬一票馨売国器 　∴∴言∴∴ � 

・　i　言三一㌦、轢藻露！－＼－ 

l 

∴⑪　　　　一一一∴∴　一∴∴∴・・∵ ��� 

・吾川／」、亡くなり、高音が 
入れ㌔六 

聞こえなくなフた。 
∴∴∴∴　∴∴∴∴竺 ��� 

嘗選一／／／－霊、、二／＿ 猶敬三 ∴一∴：∴一 �1 

一義姦淫撥議長這ニー ��一一　∴∴国電 � 

蒸発詰問語間聞 �� � 寵 �� � 

【結束】
・ア／しこぱくは、最も薯が舌陣で響き－＿雄倖句

・木は一全体的信書が反響曹す圧、尻手ソと聞こえ、聞きです年生

スポ㌧シユ＿音を

Q∴「∴な乱入桔シ高音を載収しれまう？調位相信　　　　，　　　，25

・・・薯い腰衣のものや、織，糾かもの練、
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【実験紆裏から騎

手挿リスと0－カー広　大きさも、軌衆口か　耐久互生畑　罷り廉く椋鳥㌦

また、ビラ訪し矧高め計）良くかと恩ブた。そこア’、

二空脇、L諦G㊨‾碓瞳二輯05

眼離調　　　　’－ 
個，長吉の ����測定値 �宮の廃線 　　　　　　‾0 

1 1 �蓮蔓発案≒ � �� �Q高音、中書が聞きにく 
－擾襲 ��∴∴＼∴・栂、∴∴ ��／I／ �柚「∴∴∴∴旅 

一－ ��� �L＿LL，，＿ � 一　　路＿一　一・1－　－　　　　＿ 

∵∴ ∴「： � �1）／Hk �5 

＼）／／l　）－し／ � 

繋遜饗 ��∴∵「∴「∴　　∴∴∴÷善業叢 �� �・低翫新譜雷∴∴二。 

／lI �雷、中：∴′　」） 

国書88器器黒。 � �／l信 �言上 ∴リノ ∴∴ ：「 （ � �rヽ“T「÷ 

しノI勤しノ �前の箕輪子守しミぱくを 
‾　　　　回∴∴－∴‾∴＼ � � �はった時の盲相良か木のぞ、5 

∵十㌧∴∴∴∴二十日中∴上目 

・反響し　雇いいなぐ 

／　r一一ヽ �低音単音、播、乱〝し 

／Ll �の音が馨で聞きです。 
ご‾㌻顎＿謹書rS88易獲1閉塞匪‾ ��十一＼llr �∴「．：∴∴∴÷子 

（／I（引う �∴． 
＼‾こ‾暮 lJヽ‾ �　）　　　　、ノー‾ 

○－ 

－7しミ（尊く 
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IPHOIVEの固定万索＞

l i i 

＼、　　　∴　‾　喜　　一－　＿　一　一 

色IPHONEが垂直かナ布告

衆目者にな与か＼のぞ、

えを！れたる尋的Z、 PHONE凧

重富卑語点れ国定した。
夢中〃空母章一－ 

l 

この掘り長さを翻軌で、／ �∴∵ 

良い軋。なるとご発見フ探 � 

ーIPHoNEの音を大手ぐ二世見出暗1く　－

一声百二五‾1．‘賀た‾÷‾　‾　‾‾‾‾‾‾　　－

一　二三許しを－イ建て、今で高貴持ち古く目寛碩脊萌‾
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一一一一　一一一一威徳T　　　一一一一一一　一　　一一一　一

○　自分の薮，聞いた感じた守で、いろんな判断をしたたの、膏の高い、低いの

判断がとZ舌難しがた。測定器をさがして姉八値段が高く：アプリ油
ものかかカした。

。ルポ－lLやスニーカーの癌を倍乙スピ高上を作るのは、毘駿まで点、

時間外かかたが　とても舞しくや鮎i。

○　嬬井高族へ行くと、／今田の実験はついこく府しく習うと教えてく竹だのぞ、

し紬で短

粟島∴ス　0－力一室製作する時に、板を切る箱日をLこく似て、

スムーズ仁君戌へさせることがぎきた。

0　ノ仁タ一礼ト7－＼し－うし－ろ言 桂いる晒して、私か製作している玉との一カーに

恢下寺の紺嘉クである茅を知り、み㌍坊＼いき、買えるぐうLlの摘盈買い

締宣比バー紺た。だが二島劣るい操作し　ススと　カーの方が、居脅j細に

豪か序のそら　苦労したか。、かめ。た。

こ雄よりも ＿　秘↑飽催した 

瞳霊ニ1－　　　　　＼n）∴∴スたれの方†1 

圧倒的こ良放た。 
二三等連接＿二 麗一・i � 

。loo肥れ　鋸。クは、くれ、物がそう詰。）乙とZも便利こしたJ


